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今月のＴＯＰＩＸ  ～2015年センター試験速報～ 

2015年度大学入試センター試験が1月17日(土)、18日(日)に実施され 

ました。今年度のセンター試験では、数学と理科が新しい教育課程に  

対応した試験となり、特に理科の試験方式などは大幅に変更になり  

ました。今回は、センター試験の速報として、平均点の推移について  

紹介します。 

【平均点の推移】 

1月21日(水)および1月23日(金)に大学入試センターより、2015年度  

センター試験(本試験)の平均点の中間集計結果が発表されました。英語、

国語、数学、得点調整について取り上げて紹介をします。 

英語(筆記)の平均点は、116.17点(200点満点)で、昨年度よりも2.70点の

ダウンとなりました。ここ数年の傾向を見ても、英語は平均点の変動が

少なく適度な難易度の問題が出題されてきています。また、リスニング

の平均点は35.36点(50点満点)で、昨年度よりも2.20点の上昇となり、  

3年連続の上昇となっています。 

国語の平均点は、119.22点(200点満点)で昨年度よりも20.55点の上昇 

でした。一昨年、去年と問題が難しく平均点が低かった状況から、今年

度はかなり回復しています。 

数学については、旧課程と新課程の比較になりますが、昨年度と比較  

してみると、今年度の「数学Ⅰ・数学A」(新課程)の平均点は61.25点で、

昨年度の「数学Ⅰ・数学A」(旧課程)の平均点よりも0.38点ダウンしま  

した。また、今年度の「数学Ⅱ・数学B」(新課程)の平均点は39.28点で、

昨年度の「数学Ⅱ・数学B」(旧課程)の平均点よりも14.66点もの大幅  

ダウンとなりました。 

その他の教科の平均点は表1の通りになっています。 

なお、今年度のセンター試験では、理科２のうち「物理Ⅰ」(旧課程)と

「生物」(新課程)の平均点差が基準となる20点を超えたため、大学入試

センターは、この平均点差が問題の難易度の差によるものとして、「物理」

「化学」「生物」「化学Ⅰ」「生物Ⅰ」の問題で、得点に受験者の順位が   

変わらないように最大で８点を加えることにより、平均点の差が通常 

起こり得る平均点の差である１５点以内に収まるように、得点調整を 

行うことを発表しました。 

 

【今月の問題】左の図形を下のように形を作ってみよう！ 

① 2本線を除いて正方形を 5つにしましょう。 
② その後、別の 2本を動かして正方形を 4つに 

しましょう。 

③ さらに 2 本除いて、2 本動かして正方形を 3 つに

しましょう。 

 
 

  

新学年で良いスタートがきれるかどうかは、学校の授業

が進まない春休みの期間の努力にかかっています。新学年

では、既習内容を｢理解している｣前提でどんどん授業が 

進んでいきます。この春期講座で、学び残しをしっかりと

解消しておきましょう！ 

詳細につきましては、別紙提案書をご確認ください。 

【先月の解答例】 
他にも解答はあります。 

出来た人は、先生に 

確認して下さい！ 

 

県立広島大学 関西学院大学  

同志社大学 成蹊大学 安田女子大学 

日本赤十字広島看護大学 福岡大学 

福井工業大学 広島都市学園大学 

（2月 11日判明分） 


